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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者リストの一の患者に焦点が当てられたとき、グラフィカルユーザインターフェイス
に対するバー構成のタイムラインを表示するディスプレイ装置であって、
　該インターフェイスは、１つ又はそれより多くの要約テキスト、イベントディスクリプ
タの形状において患者の医療履歴を示す情報を表示し、該ディスクリプタの各々は、前記
患者において行なわれた医療処置又はイベントを各々特定し、また、発現の時期に関して
、表示される患者タイムラインが時系列に分割されている時間増分に沿って位置付けられ
、特定の患者が該患者タイムラインにわたって有してきた全てのイベントをユーザが一目
で見ることができるようにし、
　前記時間増分の一がクリックされると、該時間増分が前記患者タイムラインのフルスケ
ールまで展開され、該時間増分に対応する期間内に前記患者において行われた医療処置又
はイベントが表示され、
　前記グラフィカルユーザインターフェイスに表示される前記タイムラインは、閲覧する
ユーザに応じて異なる位置に位置付けられる、
　ディスプレイ装置。
【請求項２】
　ユーザによって呼び出されるイベントディスクリプタに応じて作動し、前記呼び出され
るイベントディスクリプタに対してリンクされる吹出しを生成するようにし、また、前記
患者において行なわれる選択された処置又はイベントに関連付けられる詳細情報を有する
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、
　請求項１記載のディスプレイ装置。
【請求項３】
　前記詳細情報は、処置の日付及び種類と、行なった医師と、結論と、必要な場合には勧
告とを有する、
　請求項２記載のディスプレイ装置。
【請求項４】
　ユーザによって呼び出されるイベントディスクリプタに応じて作動し、処置関連情報を
別個の異なるカテゴリへとインデックス付けするタブを有する処置結果ウィンドウを開く
ようにし、
　該別個の異なるカテゴリは、臨床分析、処置のログ、処置レポート、投薬、履歴及び身
体データ、入院、救急部門診療、医師の外来診療、及び心電図を制限的ではなく有する、
　請求項１記載のディスプレイ装置。
【請求項５】
　前記患者において行なわれた医療処置又はイベントの特定される種類に従って、色分け
されたマーカーとして前記イベントディスクリプタを表示するよう作動する、
　請求項１記載のディスプレイ装置。
【請求項６】
　グラフィカルユーザインターフェイスを表示する方法であって：
　情報をデータベースに格納する段階；
　前記情報を前記データベースから取り出す段階；
　グラフィカルユーザインターフェイスを表示する段階、
　を有し、
　前記グラフィカルユーザインターフェイスは、患者リストの一の患者に焦点が当てられ
たとき、１つ又はそれより多くの要約テキストの形状において患者の医療履歴を示す情報
を有するバー構成のタイムラインディスプレイを有し、
　各ディスクリプタは、発現の時期に基づいて、表示される患者のタイムラインが時系列
に分割されている時間増分に沿って位置付けられる前記患者において行なわれた医療処置
又はイベントを特定し、特定の患者が該患者のタイムラインにわたって有してきた全ての
イベントをユーザが一目で見ることができるようにし、
　前記時間増分の一がクリックされると、該時間増分が前記患者タイムラインのフルスケ
ールまで展開され、該時間増分に対応する期間内に前記患者において行われた医療処置又
はイベントが表示され、
　前記グラフィカルユーザインターフェイスに表示される前記タイムラインは、閲覧する
ユーザに応じて異なる位置に位置付けられる、
　方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、全般的に医療情報格納及び取出しシステムに係る。より特には、本発明は、
グラフィカルユーザインターフェイスに対するバー構成のタイムラインディスプレイに係
る。該インターフェイスは、参照される要約テキスト、イベントマーカー（ｅｖｅｎｔ　
ｍａｒｋｅｒ）又はディスクリプタの形状において、患者の医療履歴を示す情報を表示す
る。該イベントマーカー又はディスクリプタは、表示されるタイムラインが分割されてい
る時間増分（ｔｉｍｅ　ｉｎｃｒｅｍｅｎｔｓ）（例えば特定の数ヶ月）を参照するか、
あるいは該時間増分に沿ってマークされる。かかる患者タイムラインディスプレイ（ｐａ
ｔｉｅｎｔ　ｔｉｍｅｌｉｎｅ　ｄｉｓｐｌａｙ）は、患者が１２ヶ月等のタイムライン
の期間にわたって有した全ての主な病院との接触を医師が一目で見ることができるように
する。
【背景技術】
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【０００２】
　心血管情報システムは、多種の病状の進行を観察するよう、最新の診断学的試験を以前
の検査（ｓｔｕｄｉｅｓ）と比較することを望む臨床医師に対して、患者に関する履歴デ
ータを提示する。故に、患者に心エコーを行なっている心臓内科医は、６ヶ月前又は１年
前に同一の患者に行なったＥＫＧ又はエコーを取り出し、患者の弁が厚くなっているか、
隔壁が厚くなっているか、動脈瘤が悪化しているか、等を判断することを望み得る。
【０００３】
　そのため、ＣＶＩＩＳ製造者は、ユーザが患者のサーチ及び患者の処置のレビューを行
える患者名簿を表示する。複数のシステムは、患者を患者の他の処置にリンクさせ、検査
間の迅速なナビゲーションを可能にする。従来のＣＶＩＩＳ製造者は典型的に、図１Ａ中
のＭｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｅｘｐｌｏｒｅｒのツリー図等である、あるいはそれに類似する
、ツリー図において検査履歴を示す。図示される通り、ツリー図は、ここではＢｅｎ　Ｊ
．　Ａｎｄｅｒｓｏｎとされる、患者の名前を有するフォルダを示す。患者名フォルダの
下方には、Ｃａｔｈ、エコー、ＥＰ等である各々異なる種類の処置に対し別個のフォルダ
が分岐する。この患者に行なわれている全てのＥＫＧをレビューするには、ユーザは、Ｅ
ＫＧフォルダを開いて全てのＥＫＧ検査の日付を見ることができるよう、ＥＫＧフォルダ
のアイコンをクリックするか、あるいは呼び出す必要がある。続いてユーザは、フォルダ
が有する各ＥＫＧ検査を実際に見るよう、特定のＥＫＧ検査フォルダをクリックしなけれ
ばならない。しかしながら、特定のＥＫＧ検査を開いても、ユーザは、病気の日付又は進
行を見ることはできない。既存のシステムの中には、スクリーンの欄外の余白部又は下部
に沿って検査のサムネイルを処置日と共に示すものがある。しかしながら、これは、医師
の直観に反するものであり、依然として患者の履歴のスナップショットを一箇所に示さな
い。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、図１中に示されるグラフィカルユーザインターフェイスの左側中央部分に示
される通り、（色分けされた）バー構成の時系列タイムライン上に患者の医療履歴を表示
することによって、従来の患者情報ディスプレイシステムの上述及び他の課題を効率的に
克服する、ことを目的とする。患者タイムラインディスプレイは、患者が特定の処置を受
けた際に、患者タイムラインに沿って特定の時間増分に近接して位置決めされるイベント
マーカーを有する。即ち、各処置は、タイムラインに沿ってその処置の時間を基準にする
イベントマーカーによって示される。図１及び図２中に示されるポップアップ吹出しを有
する基本的なバー構成のタイムラインから、医師は、過去１２ヶ月等であるタイムライン
の期間にわたって特定の患者が有してきた全ての主要な病院との接触を一目で見ることが
できる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　以下のセクション２「総括的解説」のサブパラグラフ、及びセクション３の「詳細」の
サブパラグラフにおいて記載される通り、医師に対して表示されるスクリーンの多種の部
分をクリックすることによって、表示される患者のタイムライン情報は、単純に日付を示
すものから、特定の日付に何が行なわれたか、並びに特定の処置に関する結果及び勧告に
関するより詳細な情報まで、展開され得る。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　［２．総括的解説］
　＜２．１　患者タイムラインの視点＞
　本発明の患者タイムラインディスプレイの機構は、より従来的な患者名簿（カルテ）に
対して更なる機能を与える。特には、本発明の患者タイムラインディスプレイの機構は、
病院データベース、最近のインターフェイスを有するＰＡＣＳ又はモダリティ、及びＲＨ
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ＩＯダイレクトリを有するデータベースをクエリーすることができ、また、患者のメディ
ケア（Ｍｅｄｉｃａｒｅ）（心臓病等）の処置又は他の関連する医療記録をバー構成タイ
ムラインにおいて表示するよう作動可能である。これは、患者の医療履歴の視覚的総覧を
与える役割を有し、ユーザは、一目で適切な患者情報を見ることができる。したがって、
本発明の患者タイムラインは、患者リストをナビゲートするよう、並びに患者の電子健康
状態記録を見てアクセスするよう、大変視覚的であり且つ使用し易いスキームを与える。
【０００７】
　＜２．２　患者タイムラインの機能＞
　ユーザが患者リスト（即ち、未読検査（Ｕｎｒｅａｄ　Ｓｔｕｄｉｅｓ）欄、最終検査
（Ｆｉｎａｌｉｚｅ　Ｓｔｕｄｉｅｓ）欄、又は診察（Ｃｏｎｓｕｌｔｓ）欄）の１つに
おいて患者に焦点を当てる際、ユーザのワークステーションのディスプレイモニタ上にグ
ラフィカルユーザインターフェイス（ＧＵＩ）によって表示される通り、本発明の患者タ
イムラインが呼び出される。表示される期間は、１週間から該当患者に対して記録が保存
されている期間全体までの範囲に及ぶ時間の長さにおいて、ユーザによって選択可能であ
るが、デフォルト設定は、望ましくは図１中に示される通り過去１２ヶ月ウィンドウであ
る。臨床検査（ｌａｂｓ）及びＥＣＧ等である患者に対して使用可能な処置及び他の記録
は、処置関連色分けを使用して、タイムラインに沿って適切な場所において挿入されるイ
ベントマーカーを用いて表示される。イベントマーカーの１つにマウスを置くと、選択さ
れたイベントマーカーに近接し且つそれを参照する吹出しウィンドウがポップアップする
。吹出しウィンドウは典型的には、選択された処置に関連する情報の複数の適切な断片を
有する。該選択された処置は、処置の日付及び種類、行なった医師、簡単な結果、及び適
切な場合は勧告を、制限的ではなく有する。イベントマーカーをダブルクリックすると、
処置関連情報を臨床検査、処置ログ、レポート等である異なるカテゴリへと分けるよう使
用されるタブを有する処置結果ウィンドウが開く。かかるタブの１つを呼び出すことで、
特定のカテゴリに対して記憶されている情報が表示される。
【０００８】
　［３．詳細］
【０００９】
　＜３．１　タイムラインの基本的説明＞
　患者タイムラインは、患者の医療記録の視覚的表示であり、ユーザが患者の適切な情報
を一目で見得るようにする。該タイムラインは、期間周期が容易に区別可能なように、体
系化されている。該タイムラインは、医師のホームページ上では未読検査欄と検査のファ
イナライズとの間において中心に、並びに他のユーザに対しては患者リストの下部におい
て、位置付けられる。
【００１０】
　　３．１．１　機能：　患者の医療（心臓病等）処置、及び他の記録を一目で見るよう
にする（図１参照）。
　　　３．１．１．１　心臓病処置
　　　３．１．１．２　病歴及び身体情報
　　　３．１．１．３　放射線処置
　　　３．１．１．４　臨床検査
　　　３．１．１．５　ＥＣＧ
　　　３．１．１．６　入院
　　　３．１．１．７　レポート
【００１１】
　　３．１．２　機能：　患者タイムラインは、ＧＵＩ上に常置位置を有する。
　　　３．１．２．１　医師であるユーザに対しては、該タイムラインは、医師のホーム
ページ上の未読検査（Ｕｎｒｅａｄ　Ｓｔｕｄｉｅｓ）欄と最終検査（Ｆｉｎａｌｉｚｅ
ｄ　Ｓｔｕｄｉｅｓ）欄との間に位置決めされる。
　　　３．１．２．２　他のユーザに対しては、該タイムラインは、患者リストの下部に
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おいて位置決めされる。
【００１２】
　　３．１．３　機能：　患者タイムラインは、読み易い時間周期（月、年、等）へと分
割される。
　　　３．１．３．１　患者タイムラインは、患者イベント数に関わらず、読み易い外観
を有する。
　　　３．１．３．２　心臓処置以外に対して、タイムラインは、１週毎の各イベント（
臨床検査等）に対して１つのみのイベントマーカーを有する。
　　　　３．１．３．２．１　一週間に同一のイベントが１回より多く発生する場合、最
も近いイベントのみが表示される。
　　　　　３．１．３．２．１．１　この種類のイベントに対する発生回数は、ＥＣＧ（
５）のようにラベルのあとの括弧内に表示される。
　　　　３．１．３．２．２　患者タイムラインバーの時間増分の１つをシングルクリッ
クすると、タイムスケールが展開し、クリックされた増分は、フルスケールまで展開し、
該時間増分内における各イベント及び処置の日付を示す。言い換えれば、スケールが１２
ヶ月である場合、月増分の１つ（例えば６月）をクリックすることで、６月がフルスケー
ルに展開する。これは、患者が１回の入院（ａｄｍｉｔ）中に多くの処置を有した場合に
有用である。
【００１３】
　　３．１．４　機能：　年（ｙｅａｒ）を容易に識別することができる。
　　　３．１．４．１　年は、患者タイムラインの下方において目立つように表示される
。
　　　３．１．４．２　垂直方向の太線は、年を分けるよう患者タイムラインを通して広
がる。
【００１４】
　　３．１．５　機能：　色分けに基づいて処置間を区別することができる。
　　　３．１．５．１　処置及び他のイベントは、望ましくは色分けされたイベントマー
カーを使用して表示される。
　　　　３．１．５．１．１　Ｃａｔｈ／ＰＣＳ　－　黄色
　　　　３．１．５．１．２　ＣＡＢＧ　－　赤色
　　　　３．１．５．１．３　エコー　－　薄緑色
　　　　３．１．５．１．４　ＥＣＧ　－　紫色
　　　　３．１．５．１．５　心臓核医学　－　紺色
　　　　３．１．５．１．６　ＥＰ　－　オレンジ色
　　　　３．１．５．１．７　ＰＶ／ＮＩＰＶ　－　濃緑色
　　　　３．１．５．１．８　臨床検査　－　黄褐色
　　　　３．１．５．１．９　Ｘ線　－　灰色
　　　　３．１．５．１．１０　ＣＴ，ＭＲ，ＰＥＴ　－　濃紺色
　　　　３．１．５．１．１１　ＥＤ診療（ＥＤ　ｖｉｓｉｔ）　－　青灰色
　　　　３．１．５．１．１２　投薬　－　薄紫色
　　　　３．１．５．１．１３　Ｈ＆Ｐ　－　薄青色
　　　　３．１．５．１．１４　その他　－　白色
　　　３．１．５．２　図１及び２中に示される通り、垂直方向線は、イベントマーカー
を患者タイムラインに沿って適切な場所に対して接続する。
【００１５】
　　３．１．６　機能：　１つのみの患者タイムラインが一度に開かれ得る（医師が他の
患者に焦点を変更する場合、表示される患者のタイムラインデータは、自動的に新しい患
者の情報を示すよう変わる）。
【００１６】
　　３．１．７　機能：　患者タイムライン上の患者情報を、それが呼び出される際に自
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動的に更新することができる。
　　　３．１．７．１　インターフェイスは、ＨＩＳ／ＲＩＳ／ＰＡＣＳ／Ｍｏｄａｌｉ
ｔｙ（モダリティ）／ＲＨＩＯにおいて使用可能である新しい情報を取り出し、システム
データベースにおけるテンポラリフォルダにそれを置く。
　　　　３．１．７．１．１　テンポラリフォルダは、ユーザがログアウトする際に削除
される。
　　　３．１．７．２　患者タイムラインは、呼び出される際に、最新の患者記録をシス
テムデータベースにおいてクエリーする。
【００１７】
　　３．１．８　機能：　患者タイムラインを手動で更新することができる。
　　　３．１．８．１　患者タイムラインウィンドウの上方右側コーナー部における更新
（Ｕｐｄａｔｅ）ボタンは、ＨＩＳ／ＲＩＳ／ＰＡＣＳ／Ｍｏｄａｌｉｔｙ／ＲＨＩＯに
おける更新された患者情報を探すようインターフェイスに対してコマンドを送信する。イ
ンターフェイスは、興味のものを選択することができるユーザに対してデータソースのリ
ストを示すことによって応答し、それをシステムデータベースにおけるテンポラリフォル
ダにインポートする。よって患者タイムラインは、患者タイムラインにおいて情報を有す
ることができる。
【００１８】
　＜３．２　患者タイムラインに組み込まれるべきＥＭＲデータを取り出す＞
　患者が予定される（ｓｃｈｅｄｕｌｅｄ）あるいは入院される（ａｄｍｉｔｔｅｄ）際
、サーチエンジンは、呼び出され、関連データをシステムデータベースにおいてクエリー
する。システムデータベース内における全ての適切な患者イベントは、３．１．５におい
て記載される通り、色分けされたイベントマーカーを使用して患者タイムラインに沿って
表示される。イベントマーカーは、図１中に示される通り、イベント種類（エコー、ＥＣ
Ｇ、臨床検査（Ｌａｂｓ））をラベル付けされ、イベントの日付が基準にされる。
　設備がＥＭＲを使用する場合、インターフェイスは、ＭＵＳＥ、ＥｎＣｏｎｃｅｒｔ、
及びＴｒａｃｅＭａｓｔｅｒ等であるモダリティ、ＨＩＳ、ＲＩＣ、及びＰＡＣＳ、をサ
ーチし、可能であれば、該情報を患者タイムラインにおいて使用されるようテンポラリフ
ォルダに置く。他のソースからのデータがテンポラリフォルダ内部に置かれたあと、デー
タは、ユーザが患者に焦点を置く際に更なるクエリーをすることなく患者タイムライン上
に即時表示される。患者タイムラインのＨＩＳ／ＰＡＣＳ／Ｍｏｄａｌｉｔｙ／ＲＩＳ部
分をシステムのユーザが使用可能であるよう、病院のインターフェイスは、この情報をシ
ステムに送信することができなければならない。
【００１９】
　　３．２．１　機能：　患者の関連健康状態記録を検索する（ｌｏｃａｔｅ）すること
ができる。
　　　３．２．１．１　システムデータベースから
　　　　３．２．１．１．１　全ての処置を検索する（Ｌｏｃａｔｅｓ　Ａｌｌ　Ｐｒｏ
ｃｅｄｕｒｅｓ）
　　　　３．２．１．１．２　レポート（Ｒｅｐｏｒｔｓ）を検索する
　　　　３．２．１．１．３　臨床検査（Ｌａｂｓ）を検索する
　　　　３．２．１．１．４　履歴及び身体情報（Ｈｉｓｔｏｒｙ　ａｎｄ　Ｒｈｙｓｉ
ｃａｌ）を検索する
　　　　３．２．１．１．５　３．１．５において記載される通り、色分けされたイベン
トマーカーを使用して患者タイムライン上にデータを表示するよう準備される。
　　　３．２．１．２　他のデータソースから
　　　　３．２．１．２．１　イベントを抽出するよう使用可能であるデータ要素：
　　　　　３．２．１．２．１．１　臨床検査
　　　　　３．２．１．２．１．２　投薬
　　　　　３．２．１．２．１．３　入院
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　　　　３．２．１．２．２　イベントを抽出するよう使用可能である追加的なデータ要
素：
　　　　　３．２．１．２．２．１　処置
　　　　　３．２．１．２．２．２　レポート
　　　　　３．２．１．２．２．３　履歴及び身体情報
　　　　　３．２．１．２．２．４　救急部門診療（Ｅｍｅｒｇｅｎｃｙ　Ｄｅｐａｒｔ
ｅｍｅｎｔ　ｖｉｓｉｔｓ）
　　　　　３．２．１．２．２．５　オーダ（Ｏｒｄｅｒｓ）
　　　　　３．２．１．２．２．６　他のソースからの所望される処置情報は、かかるソ
ースによって供給される。
　　　３．２．１．３　ＲＨＩＯ内において
　　　　３．２．１．３．１　システムは、患者識別を使用して、ＲＨＩＯにおいて全て
の接続された情報システムをクエリーすることによってＲＨＩＯからデータを得る。
【００２０】
　　３．２．２　機能：　フィルタを使用して患者タイムラインにおいて所望のデータを
表示することができる
　　　３．２．２．１　フィルタは、患者タイムラインウィンドウの下部左側において位
置付けられるチェックボックスによって始動される。
　　　３．２．２．２　フィルタ１：　「処置」
　　　　３．２．２．２．１　システムデータベースから：
　　　　　３．２．２．２．１．１　システムデータベースにおいて見つかる全ての処置
に対するイベントマーカーを表示する。
　　　　　３．２．２．２．１．２　ＨＩＳ／ＲＩＳがシステムデータベースにおけるテ
ンポラリフォルダにインポートされている場合に、それらを表示する。
　　　　３．２．２．２．２　ＨＩＳ又はＲＩＳから：
　　　　　３．２．２．２．２．１　情報は、システムデータベース外において検索され
た処置に関して使用可能ではない。
　　　３．２．２．３　フィルタ２：　「全てのデータ（Ａｌｌ　Ｄａｔａ）」
　　　　３．２．２．３．１　システムデータベースから：
　　　　　３．２．２．３．１．１　臨床検査を表示する
　　　　　３．２．２．３．１．２　投薬を表示する
　　　　　３．２．２．３．１．３　ＥＣＧを表示する
　　　　　３．２．２．３．１．４　履歴及び身体情報を表示する
　　　　　３．２．２．３．１．５　救急部門診療を表示する
　　　　　３．２．２．３．１．６　入院を表示する
　　　　３．２．２．３．２　ＨＩＳ又はＲＩＳから：
　　　　　３．２．２．３．２．１　システムデータベースにおけるテンポラリフォルダ
にインポートされている場合はＨＩＳ／ＲＩＳイベントを表示する
　　　　　３．２．２．３．２．２　臨床検査　－　全体的な臨床検査レポートは、オブ
ジェクトとしてインポートされる
　　　　　３．２．２．３．２．３　投薬
　　　　　３．２．２．３．２．４　ＥＣＧ
　　　　　３．２．２．３．２．５　履歴及び身体情報
　　　　　３．２．２．３．２．６　レポート
　　　　　３．２．２．３．２．７　外来診療　－　外来情報は、ＲＨＩＯが実行されて
いる場合にもシステムに対して使用可能となる
　　　　　３．２．２．３．２．８　救急部門診療
【００２１】
　＜３．３　タイムラインを呼び出す＞
　患者タイムラインは、ユーザが患者リストの１つにおける患者に焦点を置くまでは、ユ
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ーザのワークステーションディスプレイのスクリーン上に表れない。患者タイムラインは
、呼び出される際、１年（デフォルト）のビュー（見え方）で現れる。患者タイムライン
は、ＭＳ　Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）の仕様に従って、ボックスの上部右側コーナー部
における「ｘ」をクリックすることによって閉じられ得る。
【００２２】
　　３．３．１　機能：　患者タイムラインを呼び出することができる
　　　３．３．１．１　表示されたリストにおける患者の名前に焦点を置くことによる
　　　３．３．１．２　患者タイムラインは、呼び出されるまで隠されている
【００２３】
　　３．３．２　機能：　患者タイムライン表示を閉じることができる
　　　３．３．２．１　患者タイムライン表示は、スクリーンの上部右コーナー部におけ
る「ｘ」をクリックすることによって、あるいは、患者から焦点を外すことによって、閉
じられ得る。
　　　３．３．２．２　異なる患者に対するタイムラインが呼び出される際、所定の患者
に対する患者タイムラインは、閉じられる。
【００２４】
　　３．３．３　機能：　患者タイムラインのデフォルトビューは、１年である。
【００２５】
　　３．３．４　機能：　焦点が新しい患者に向けて動かされる際、新しい情報を掲示す
ることができる。
【００２６】
　　３．３．５　機能：　患者タイムラインを手動で更新することができる
　　　３．３．５．１　ボックスの上部右側コーナー部における更新ボタンをクリックす
ることによる
　　　３．３．５．２　「最終更新（Ｌａｓｔ　Ｕｐｄａｔｅｄ）」メッセージは、患者
タイムラインが最後に更新された日付及び時間を表示する。
【００２７】
　＜３．４　タイムラインビューをカスタマイズする＞
　患者タイムラインは、カスタマイズ可能である。患者タイムラインの左側のチェックボ
ックスは、１週間から「全イベント（Ａｌｌ　ｅｖｅｎｔｓ）」ビューまで時間枠が選択
され得るようにする。他のチェックボックスの設定は、患者タイムラインが表示する記録
の種類をユーザがフィルタできるようにする。患者タイムラインの各側部上の矢印により
、ユーザは、患者タイムラインをスクロールすることができる。ユーザが特定の月をクリ
ックすると、選択された月は、患者タイムラインを１ヶ月のみのビューを有するよう展開
する。
【００２８】
　　３．４．１　機能：　時間枠を調整することができる。
　　　３．４．１．１　患者タイムラインの左側のチェックボックスは、時間枠の変更を
可能にする。
　　　　３．４．１．１．１　週　－　患者タイムラインは、１ヶ月のビューを示す。
　　　　３．４．１．１．２　月　－　患者タイムラインは、１週間のビューを示す。
　　　　３．４．１．１．３　年　－　患者タイムラインは、１年のビューを示す。
　　　　３．４．１．１．４　２年　－　患者タイムラインは、２年のビューを示す。
　　　　３．４．１．１．５　全イベント（Ａｌｌ　Ｅｖｅｎｔｓ）（デフォルトビュー
）　－　患者タイムラインは、全てのイベントを示す。
　　　３．４．１．２　患者タイムラインの左側の処置チェックボックスにより、ユーザ
は、患者タイムライン上に表示される処置を特定することができる。
　　　　３．４．１．２．１　１つより多い種類の処置は、同時に選択され得る。
　　　　３．４．１．２．２　患者タイムラインは、全て（ＡＬＬ）の処置にデフォルト
される。
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　　　　３．４．１．２．３　チェックボックスの選択肢：
　　　　　３．４．１．２．３．１　エコー　－　エコー検査表示
　　　　　３．４．１．２．３．２　Ｃａｔｈ　－　ｃａｔｈ検査表示
　　　　　３．４．１．２．３．３　ＥＣＧ　－　ＥＣＧ表示
　　　　　３．４．１．２．３．４　Ｎｕｃ　－　核医学検査表示
　　　　　３．４．１．２．３．５　ＥＰ　－　ＥＰ検査表示
　　　　　３．４．１．２．３．６　ＰＶ　－　末梢血管検査表示
　　　　　３．４．１．２．３．７　ＡＬＬ（デフォルト）　－　上述された全ての検査
表示
　　　３．４．１．３　患者タイムラインの左側のチェックボックスにより、ユーザは、
処置又は全てのデータ（３．２．２参照）によってフィルタすることができる。
　　　３．４．１．４　患者タイムラインの各側部上の矢印は、所望される期間に対する
スクロールを可能にする。いずれかの矢印をクリックすることで、患者タイムラインを１
つの時間枠増分毎に前方又は後方に動かす。故に、６月が表示され、右側の矢印がクリッ
クされる場合、患者タイムラインは、７月に前進する。６月の第３週が表示され、左側の
矢印がクリックされる場合、６月の第２週が表示される。
　　　３．４．１．５　所望する月のみをビューするようその月をクリックする（患者タ
イムラインを満たすよう展開される）。
【００２９】
　＜３．５　イベントサマリー　（図２参照）＞
　イベントサマリー（Ｅｖｅｎｔ　Ｓｕｍｍａｒｙ）は、患者タイムラインにおける選択
されたイベントの概説を有するポップアップバルーン／ウィンドウとして表示される。イ
ベントサマリーは、ユーザがイベントマーカー上でマウスポインタを動かす際に、呼び出
される。
【００３０】
　　３．５．１　機能：　処置のサマリーを見ることができる。
　　　３．５．１．１　イベントマーカー上でマウスポインタを動かすことで、処置情報
を有するポップアップバルーン（Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）　Ｔｏｏｌ　Ｔｉｐの通り
）を表示する。
　　　　３．５．１．１．１　患者の名前
　　　　３．５．１．１．２　処置の種類
　　　　３．５．１．１．３　処置の日付
　　　　３．５．１．１．４　行なった医師
　　　　３．５．１．１．５　処置ＩＤ（ケース番号）
　　　　３．５．１．１．６　結果
　　　　３．５．１．１．７　勧告
　　　３．５．１．２　一度に１つのみのポップアップバルーンが表示される。
　　　３．５．１．１　カーソルがイベントマーカーの境界を出る際、それに関連付けら
れるポップアップバルーンは消える。
【００３１】
　＜３．６　処置レポートレビュー　（図３参照）＞
　ユーザは、イベントマーカーをダブルクリックし、フローティングウィンドウにおいて
レビューするよう処置レポートを開いて表示することによって、全ての処置関連データを
見ることができる。１つより多くの処置レポートは、同時に開かれ得、各々は、ウィンド
ウの上部において目立つように表示される識別情報を有する。表示される処置レポートウ
ィンドウ内におけるタブは、容易なナビゲーションに対して異なるカテゴリへと使用可能
な情報をインデックス付けする。
【００３２】
　　３．６．１　機能：　レビューするよう処置関連データにアクセスすることができる
。
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　　　３．６．１．１　イベントマーカーをダブルクリックすることによる。
　　　３．６．１．２　１つより多くの処置レポートウィンドウは、同時に開かれ得る。
　　　　３．６．１．２．１　複数の処置レポートウィンドウが開いている場合、それら
は重畳する。
　　　　３．６．１．２．２　識別情報は、核処置レポートウィンドウの上部において見
ることが可能である。
【００３３】
　　３．６．２　機能：　タブは、処置関連データを異なるカテゴリへとインデックス付
けするよう使用される。
　　　３．６．２．１　タブは、以下のラベルを有する：
　　　　３．６．２．１．１　レポート　（Ｒｅｐｏｒｔ）
　　　　　３．６．２．１．１．１　医師のレポートを見る
　　　　　３．６．２．１．１．２　検査からの画像を見る
　　　　３．６．２．２．１　ログ　（Ｌｏｇ）
　　　　　３．６．２．１．２．１　処置ログを見る
　　　　３．６．２．１．３　ヘモ　（Ｈｅｍｏ）
　　　　　３．６．２．１．３．１　波形及び血行動態データを見る（図４参照）
　　　　３．６．２．１．４．　ＥＣＧ
　　　　　３．６．２．１．４．１　ＰＤＦファイルとしてインポートされるＥＣＧ波形
及び所見を見る
　　　　３．６．２．１．５　臨床検査　（Ｌａｂｓ）
　　　　　３．６．２．１．５．１　臨床検査値を見る
【００３４】
　　３．６．３　機能：　ウィンドウの上方右部における「Ｘ」ボタンでウィンドウを閉
じる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明のバー構成患者タイムラインを使用して患者の医療履歴情報がアクセスさ
れるコンピュータワークステーションのディスプレイスクリーンによって表示されるグラ
フィカルユーザインターフェイスを図示する。
【図１Ａ】特定の患者において行なわれた医療処置に関する履歴記録のフォルダのツリー
図のコンピュータワークステーションディスプレイを図示する。
【図２】図１中のグラフィカルユーザインターフェイスを図示し、図１中の患者タイムラ
インディスプレイは、患者タイムラインに沿って選択されたイベントマーカーを呼び出す
ことによって生成されるポップアップ吹出し内における追加的な情報の表示によって増補
されている。
【図３】コンピュータワークステーションのディスプレイスクリーンによって表示される
グラフィカルユーザインターフェイスを図示し、それを介する患者の医療履歴情報へのア
クセスには、本発明の患者タイムラインが使用され、使用可能な情報を異なるカテゴリに
分類するタブを有する処置レポートレビュースクリーンが示され、また、特には「レポー
ト」タブを呼び出すことによってアクセスされている処置レポート内においてテキスト及
びイメージデータを有するウィンドウが表示される。
【図４】コンピュータワークステーションのディスプレイスクリーンによって表示される
グラフィカルユーザインターフェイスを図示し、それを介する医療履歴情報へのアクセス
には、本発明の患者タイムラインが使用され、また、図３中に示されるスクリーン内にお
いて表示されるウィンドウの「ヘモ」タブを呼び出すことによってアクセスされている波
形及び血行動態情報を有するウィンドウが示される。
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